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研究成果の概要（和文）：　本研究は、ポティエ(Pothier, 1699-1772)の『新編ユスティニアヌス学説彙纂』
(Pandectae Justinianae in Novum Ordinem Digestae, 3 tom. 1748～1752）の最終章に提示された法学提要式
による構成の個別的分析を通じて、各法文の配列をめぐるポティエの方法の独創性を明らかにするとともに、法
学体系研究史の中に位置づけることを試みた。

研究成果の概要（英文）： In several of eighteenth-century institutional books, rules and maxims are 
accorded a prominent position. Especially Robert Joseph Pothier(1699-1772) went further in this 
direction. His major work was Pandectae Justinianae in Novum Ordinem Digestae, published in 
1748-1752. This is a systematic teatise on eac title of the Digest.In the last title, Pothier 
observed that Tribonian had collected in it only certain rules, which constituted a mere taste of 
the wealth of rules contained in the Digest. He decided to do the job properly and set himself to 
extract all the short rules in the whole Corpus Iuris, and so produce a kind of universal index of 
the Digest.In this study we tried to reveal the method and the systematization of his last title and
 their significance in the history of jurisitc systematization.  

研究分野：基礎法学

キーワード： ポティエ　Pothier　レグラ　regulae　法学方法論　法学史　法学体系　法学提要
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究の学術的背景 
(1) わが国におけるユ帝『学説彙纂』D.50,17
の「レグラエ」に関する研究として、田中周
友「ローマ法における法原則」『甲南法学』
9-4(1969)、「ローマ法に於ける法原則の研究 
学説彙纂第 50巻第 17章邦訳」同 11-4(1971)、
柴田光蔵「ローマ法法源を読む(1)(2)(3･完)
――「学説彙纂・第 50巻第 17節」を素材に
して――」『法学論叢』135-1，2，3号（1994）
があるほか、レグラエ一般について、守屋善
輝『英米法諺』（1973)、柴田教授他編『ラテ
ン語法格言辞典』(2010)などの辞典類も貴重
な業績として残されている。しかしこれらの
先行研究は、レグラエがそれぞれの時代にど
のように理解され把握されてきたか歴史的
な観点は必ずしも十分には展開されておら
ず、レグラエに与えられた機能の歴史的な意
味は未解明のままに残されているように思
われる。 
(2)  欧米での「レグラエ」研究には多くの
ものが存在するが、歴史的観点からこれに迫
ろうとする試みとして、スタイン（Peter 
Stein, Regulae Iuris, 1966）、シュミドリン
(Bruno Schmidlin, Die römischen 
Rechtsregelen : Versuch einer Typologie, 
1970))が先行研究として注目される。 
 後者は、古典期ローマ法学の方法としての
「レグラエ」をはじめて類型的に把握しよう
とした画期的な研究である。用例研究から
「市民法上のレグラエ」、「法上のレグラエ」、
「端的なレグラエ」を分類するほか、法学文
献の形態としての「レグラエ書」から「範疇
論的レグラエ」「定義的レグラエ」などの諸
類型を示し、「レグラエ」の多様な意味層を
解明する類型論的かつ静態的研究である。 
 これに対して、スタイン『レグラエ・ユリ
ス』は「法学的ルールからリーガル・マクシ
ムズへ」という副題を有するように、「レグ
ラエ」の意味の多様性とその歴史的変化をロ
ーマ法学史の中に位置づけるという動態的
な構想に基づく。これによればローマ古典期
における「法学的ルール」は、既存の法実務
を端的に表明するだけでなく、活用表のよう
な一種のパラダイムとしての性格をもつと
される。古典ローマ法からユ帝法に至るレグ
ラエの諸相、中世ローマ法学が『学説彙纂』
50,17「レグラエについて」を、法的ルール
の性質についての思弁の出発点としたこと
が明らかにされ、さらにレグラエがその後の
法的思考の歴史に、より具体的には近代法典
の形成にいかなる影響を与えたかを、歴史的
に概観する。 
(3) 本研究は、こうした先行研究の中でとく
にスタインのレグラエ研究が示した歴史的
テーゼを手がかりにして、レグラエ研究史の
具体的な諸相を再検討するため出発点とし
て、とくにポティエの「レグラエ論」に着目
し、これを中世以来の研究史を縦軸とし、そ
れに対する批判史を横軸とする歴史的位相

の中に位置づける動態的な展開を提示しよ
うとするものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ポティエ(Pothier, 1699
～1772)の『新編ユスティニアヌス学説彙纂』
(Pandectae Justinianae, in Novum 
Ordinem Digestae, 3 tom. 1748～1752)最終
章 D.50,17に関する「レグラエ論」の読解と
分析を通じて、同章がレグラエ研究史の中で
もつ意味を明らかにすることである。ユ帝
『学説彙纂』のそれは 211からなる断片的な
レグラエの集合体であるが、ポティエの「レ
グラエ論」は、『学説彙纂』の全体的検討か
ら得られた知見をもとに再編成された独自
の体系的構成を有する。本研究の意義は、レ
グラエ形式の法学文献の展開とそれに対す
る批判の交錯の中にポティエ「レグラエ論」
を定位することにある。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的は、上述のごとくスタイン
『レグラエ・ユリス』の歴史テーゼの検討を
通じて、「レグラエ」がいかなる機能を果た
し得たかということをもう一度問い直すこ
とにある。この問いに対する手がかりをまず
ポティエ『新編ユスティアヌス学説彙纂』に
求める。同書は、長年に亘るポティエの『学
説彙纂』研究の成果であり、他の理論的諸著
作とともに『フランス民法典』にもっとも大
きな影響を与えた著作の一つとして知られ
る。 
 ポティエの手法は、原典の章立てをそのま
ま維持しつつ、個々の章に含まれるすべての
法文を論理的な順序に並べ替え、各章には独
自の序論を加えて、法文を結びつける文章を
挿入しつつその相互関係に道筋をつけ、それ
により普遍的に妥当する原理を例証するこ
とにある。 
 学説彙纂最終章「レグラエ論」において、
ポティエは、レグラエの数を原典の 211 から
2024 に増やし、これを一般的レグラエ、人に
関するレグラエ、物に関するレグラエ、訴訟
に関するレグラエ、および公法のレグラエの
５つに分類し、学説彙纂の全体を見通せる総
索引のような性格を附与している。本研究は、
第 1に、ポティエ『新編ユスティニアヌス学
説彙纂』最終章「レグラエ論」に限定し、そ
の読解と分析を通じて、ポティエの「レグラ
エ論」の構成原理を明らかにし、「レグラエ」
研究史の考察の基礎を築くことにある。 
 第２に、ポティエの法律学が近代法典スタ
インのレグラエに関する歴史的テーゼの妥
当性の検証はこうしたの基礎的な作業の上
に始めて成し遂げられると考える。 
 本研究は、その達成のために全体として、
主として、ポティエ『新編ユスティニアヌス
学説彙纂』最終章 D.50,17 に関する「レグラ
エ論」第 1部一般的規則以下順次各部の読解
とも、同時に、ポティエ以前のレグラエ研究



史の探求を進める。それと併行して、複数存
在する諸版の比較検討のために、各種の注釈
本の調査を実施する。また本課題とも深い関
連を有する本学所蔵の中世・近世ローマ法学
文献を利用可能なかたちに整備するための
作業を併行して実施する。これらの成果をふ
まえて、ポティエ「レグラエ論」の特質及び
その構成原理を明らかにしつつ、レグラエ研
究史に占める意味についての歴史的考察を
公表する。 
 
(1) ポティエ『新編ユスティニアヌス学説
彙纂』読解 
 本年度は、ポティエ『新編ユスティニアヌ
ス学説彙纂』最終章 D.50,17「レグラエ論」
のうち、主として第 1部 法の一般的レグラ
エ（Prima Pars de regulis juris genralibus, 
aut quae ad praevias quasdam legum 
notiones pertinent）を中心に読解と分析を
試みる。 
(2) 中世・近世ローマ法学文献の整備とデ
ジタル化の検証 
 主として本課題と関係の深い本学所蔵の
中世・近世ローマ法学文献の確認と、整理を
かねて、デジタル化作業の可能性についての
検証を行なう。本学所蔵の中世・ローマ法学
文献コレクションのデジタル化のための作
業が図書館によって進められており、現在は
もとより将来の研究に向けて利用可能なか
たちでの整備が焦眉の課題となっている。そ
の一環としてポティエ『新編ユスティニアヌ
ス学説彙纂』に関連する文献類の選定と整理
を試みる。 
(3) 以上の成果について、論文、資料とし
て機関誌に公表するほか、書誌目録一覧など
発表可能なものはＨＰ上に公表する。 
 
４．研究成果 
(1) 『学説彙纂』第 50巻第 17章第１法文
について――ポティエ『新編ユスティニア
ヌス学説彙纂』レグラエ論序章―― 
http://www.law.nihon-u.ac.jp/publicatio
n/pdf/nihon/80_2/03.pdf 
 ポティエ 『新編ユスティニアヌス学説彙
纂 』 Pandectae Justinianeae in novum 
ordinem digestae の最終章第 50 巻第 17 章
「古法のさまさまなレグラエについて」のう
ち、主として第１部 法の一般的レグラエ
（Prima Pars de regulis juris genralibus, 
aut quae ad praevias quasdam legum 
notiones pertinent）についての読解と分析
を試みとして、同章のうち、「レグラエ第一」
の内容について検討し、その歴史的な意義を
明らかにすることができた。ポティエ最終章
において、第 50 巻第 17章の 211 のレグラに
加えて、全巻からえり抜かれた総数で 2024
項目のレグラを案出し、これらを、一般、人、
物、訴訟、公法という５部制の分類のもとに
まとめあげた。 
 スタインは、同章の影響について二点のこ

とを指摘している。1.レグラエを最後に一章
にまとめられていることは、ユスティニアヌ
スがレグラエをとくに重視したこと、他のさ
まざまな規則類に対してレグラエに優位を
与えたということを示唆する。2.「一般原則」
general principlesという概念及びかかる原
則と他の法体系ととの関係を論じる機会を
与えた。「一般概念」の形成という点で、ポ
ティエ『新編ユスティニアヌス学説彙纂』最
終章は大きな意味をもっている。 
 まず、序項「レグラ第一、あるいは、レグ
ラの定義」の箇所を示し、次に、キュジャス
の注釈を手がかりに、第１法文の解釈をめぐ
る種々の問題点を検討した。 
 まず、ポティエ『新編ユ帝学説彙纂』第
50 巻第 17 章序項の意義について、トリボ
ニアヌスが「レグラ regula」という名辞並び
に「古法 ius antiquum」という呼称で何を理
解したかについて検討を踏まえつつ、第 50
章第 17 章第１法文の解釈をめぐる歴史的
な検討を行った。その要点を記せば以下の
通りである。  
 まず、ポティエは、レグラとは何かを論じ
るにあたり、パウルス『プラウティウス註解』
第 16 巻からの抜粋からなる第１法文を分析
的に論じている。 
 第１法文は、出典表示によれば、パウルス
『プラウティウス註解』第 16 巻からの抜粋
とされる。第 17 章には、このほか第１６９
法文から第 180 法文まで、連続して『プラウ
ティウス註解』から抜粋されて、１つのグル
ープを形成しており、唯一第 16 巻から抜粋
された第１法文だけがこのグループから切
り離され、第 17 章全体の冒頭に位置づけら
れている。『プラウティウス註解』からは、
同巻の第 7,9,11,12 巻を除いて、各巻から１
つずつ法文が抜粋されている。これらの論題
の配列の中で孤立した第１法文が本来どの
ように位置づけられていたか、また同じ第 16
巻からの抜粋とされる第179法文と比較して
も、『プラウティウス註解』内部での論題の
関連性は必ずしも明らかにならない 。第 17
章冒頭に置かれたことは、パウルスが本来の
註解の中で想定していたものとは異なった
特別な意味が法典編纂者によって与えられ
たということがうかがわれる。第１法文は、
このように本来の文脈から切り離され、『学
説彙纂』最終章に採録された一連のレグラエ
のもとで何を理解すべきか、その指導理念を
示すという役割を与えられた 。 
 第１法文の個々の文節について。法典編纂
人が、『プラウティウス註解』のより長い一
節からレグラに関する部分を切り取り、第 17
章の冒頭に短い法文として配置した。この第
１法文は、三つの短文からなっているが、そ
れぞれの関係は必ずしも一読して明解とい
うわけではないように思われる。ポティエは、
第１文と第２文がプラウティウス自身に由
来し、第３文は、これに対するパウルスによ
る注釈と考えているようである。第１文と第



２文は、無関係に並列的に置かれているよう
にも見え、両者の間には、論理的な連続性よ
りもむしろ思考の切断がある 。 
 第１文は、レグラとは、事物の本質を簡潔
に要約して叙述することであると語るが、第
２文は、このことは別の新しい視点を持ちだ
しており、二つの文章の間につながりがある
というよりは、むしろ思考の断絶を見ること
もできる。たしかに第１文と第２文にはそれ
ぞれ、「[現に]存在する事柄」「[現に]存在す
る法 ius quod est」という類似した言語構成
が登場し、ともにレグラに関係づけられてい
る。しかし現に存在する事柄とは何か、現に
存在する法と何かについて、具体的な中身が
示されるわけではない。ここで示されている
ことは、レグラが事柄の本質、それが何であ
るかを簡潔に要約することである、換言すれ
ば、本質が事柄に先行してはいけないという
趣旨のことが語られているだけである。 
 第１法文で「事柄」と訳されている res が
具体的に何かを考えなければならない。羅和
辞典から拾ってみると、「物、物事、事柄、
事象…、事態, 事情、状況、訴訟（事件）、（弁
論・著述の）題材, 主題」などの訳語が列挙
されている。いまこの res が「事項の略述」
と結びつけられるとすると、res それ自体が
無限定なものでなく、さまざまな事柄から一
定の視点でもって切り取られたものとみた
方が全体を一貫したかたちで理解できるの
ではないかと思われるのである。実際、前提
された事柄 res proposita、措定された題材・
主題 quaecunque materia subjecta, 要件事
実 quaeque res のような意味合いを想起する
ことができる。 
 第 50 巻第 17 章の研究史において、アック
ルシウス『標準注釈』を繙くと、そこには、
それまでのレグラエをめぐる議論が、4 点の
もとに要約されている。1.レグラの性質は何
か、2.レグラの力 potestas とは何か、3.レ
グラの機能 officium とは何か、4.レグラは
いかにして欠陥あるものとされるか 。この
ようなアックルシウスの整理は、次の世代の
ディヌスによって詳細に展開される 。 
 第 202 法文の定義 definitio についての注
釈には、定義とは「ボエティウスによれば、
それぞれの事柄の本質を意味する言明
oratio substantem cuiusque rerum 
significans」であるとしつつ、その一方で、
ヤウォレヌスの定義は危険の言説に関連し
て、「しかしこれは作られたレグラのもとで
複数の事柄の簡潔かつ要約的な伝達 plurium 
rerum breviter sivesummatim sub regula 
facta traditio」となる危険性を指摘してい
る。 
 ポティエが第１の注の中で、「弁論家の間
で、『事項の略述 causae conjectio』とは、
事案の簡潔な筋書きのことである。」と記し、
キュジャスもアスコニウス偽書などをひい
てこの「事項の略述」を論じている。スタイ
ンはこの点に関して、注釈学者たちが必ずし

もそのように理解していなかったことをす
る。それはテキストの違いに由来する。現代
の刊本は、フィレンツェ写本によりながら、
パウルスのサビヌスからの引用は、quasi 
causae coniectioと読むのが通例となってい
る。これに対して、ボローニャ写本では、こ
の部分の quasi causae coniunctio つまりレ
グラは「事項の結合」と読まれたとされる。
これによれば、A という事項で適用された事
柄が Bという別の事項に適用されると、その
事柄がレグラとなる、あるいは共通の理と衡
平性を共有する事項の結合するものがレグ
ラであると理解されていた。こうした広がり
がレグラの性質を理解する上でさまざな可
能性を与えてくれる。レグラと例外の関係も
同様である。 
 最後に、ポティエの第三で扱われる「古法」
への言及について、「古法」概念は、人文主
義法学を代表するキュジャスはもちろんこ
と、ポティエの『新編ユスティニアヌス帝学
説彙纂』最終章を形作る一つの基本的なモチ
ーフを形成している。キュジャスは註釈学派
以来さまざまに論じられてきた レグラエ論
の方向を大きく変えたといってよい学者で
ある。それは、第 17 章が概括的な言葉で『学
説彙纂』全体のエッセンスを含まないことの
発見であった。キュジャスはフィレンツェ写
本の標題が、「さまざまな古法のレグラエに
ついて」であって、たんに「法のレグラエに
ついて de regulis iuris」でも「すべてのレ
グラエについて de omnibus regulis」でもな
いことを強調した 。前注にもうかがえるよ
うに、『学説彙纂』の中には、最終章に採録
されていない多くの重要なレグラエがある
ことを指摘した。キュジャス以後、いくつか
のこうした他の章から採録されたレグラエ
集も登場する。ポティエ『新編学説彙纂』最
終章はその延長線上に誕生した。 
 
(2) ポティエ『新編学説彙纂』第 17 章に
して最終章さまざまな法のレグラエについ
ての構成の検討（その詳細については、 
http://home.hiroshima-u.ac.jp/tatyoshi/ 
を参照）を行った。レグラエの配列として、
「法学提要システム」が採用されている。そ
の際、菊池肇哉氏によって指摘された各編に
おける個々のレグラの配列に関して、ポティ
エとドマ（「その市民的秩序による市民法」
(1689) 及び『抜萃法令集』(Legum Delectus 
ex Libris Digestorum & Codcis. Ad usum 
Scholae et Fori)）との関係の解明はが部分
的なものにとどまり、今後の課題と残されて
いる。 
 
(3) ポティエ『新編ユスティニアヌス帝学
説彙纂』第 50巻 17章第 1部の編成原理の
検討を行った。『学説彙纂』各章であれ、皇
帝勅法であれ、その他の法源であれ、随所
から、ユスティニアヌス『学説彙纂』の法
全体のいわば索引となるべき簡潔な章句を



抜粋した。一般的指針をもとに、法全体に
わたって個々の題材を渉猟し、記憶可能な
かたちで一定数の簡潔な章句にまとめあげ
られている。(その詳細は 
http://www.law.nihon-u.ac.jp/publicatio
n/pdf/nihon/81_3/04.pdf 
を参照）。 
 
(4) ポティエ『新編学説彙纂』第 50 章第
17 章 第２部 人についての編成原理の
検討を行った。第 2部第１章 身分及び条
件による人のさまざまな種別について、第
1 節 自由人及び奴隷、並びに生来自由人
及び解放自由人について、第 2節 家子に
ついて、第 3節 その他の人の種別につい
て、第 4節 胎児について及び、出生した
者がその親の条件を襲うこと、第 5節 頭
格減少について、第 6節 帰国権及びコル
ネリウス法の擬制についての 6節からなる。 
さらに第 1節は、下位の分類として、第 1
款 自由及び自由人に関するレグラエ、第
2款 奴隷及び解放予定奴隷、第 3款 生
来自由人及び解放自由人の３款からなるこ
れらの配列とガイウス法学提要などそれと
の比較検討を通じてその独自性を明らかに
した（その詳細は 
http://www.law.nihon-u.ac.jp/publicatio
n/pdf/nihon/82_1/06.pdf） 
を参照）を行った。 
 
 以上の全般的な考察と並行して、個別の
題目に関する個別的な検討を試みた。 
(5) ポティエ『新編学説彙纂』第 50 巻第
17 章第２部第１章第６節帰国権について、
本編第 49章第 15章帰国権の章との関係性
の分析を通じて、ポティエの思考過程を具
体的に明らかにすることができた（その詳
細については、 
http://www.law.nihon-u.ac.jp/publicatio
n/pdf/nihon/82_2/22.pdf 
を参照）。 
 
(6) ポティエ伝の試み 
 上記の『新編学説彙纂』最終章の全般的乃
至個別的分析と並行して、ル・トロヌ Le 
Trosne に よ る ポ テ ィ エ 回 顧 (Eloge 
historique de M.Pothier, par M Le Trosne
として、Traité sur différentes matières du 
droit civil, appliquées à l'usage du 
barreau et de jurisprudence française, 
1773, p.xxi 以下に収録）を中心にポティエ
の個人史に関する検討を試みた。これはポテ
ィエ『新編学説彙纂』制作過程の一端を知る
ことができるきわめて重要な資料であり、詳
細については、日本法学第83巻2号(2017年)
に掲載の予定である。 
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